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八ードウエア編 


本装置の八 ー ドウエアについて説明します。 


各部の名称と機能 （64 ページ） 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説 S 月しています。 

設置と接続 （71 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説明していま 
ず。 


基本的な操作 （81 ページ） 

電源の ON や OFF のちま、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセット方法 
などについて説 B 月していまず。 

内蔵オプシヨンの取り付け （87 ぺージ） 

別売の内蔵型オプションを取りがけるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （1 12ぺージ） 

本体内部のケーブル接続例を示しまず。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （1 14ぺージ） 

専用のユーティリティを使った B の S の設定方法について説 B 月しています。 

リセットとクリア （149 ぺージ） 

リセ、ソトずる方法と内部メモリに MOS ) のクリアち法について説 S 月していま 
ず。 


割り込みラインと I / O ポートアドレス （1 已3ぺージ） 

I / O ポートアドレスや割り込み設定じついて説明しています。 

RAID コンフイグレーシヨン （1 已已ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説おしまず。 
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64 各部のを称と磯能 


(1) 八ードディスクドライブトレー 

八ードディスクドライブを実装するトレー。最大 
で3台実装可能。括弧数字の後の数字は「0」が 
ID0、 「1」が ID1、 に」が ID2 を示ず。八ードディ 
スクドライブはオプション。 

(2) PCU ロット 

オプションの PCI ポード実装巧ス□ット。 

(3) AC インレット 

電源コードを接続ずるソケット（一80ページ)。 

(4) 取り付けネジに本） 

八ードディスクドライプトレーを取り外す際、こ 
のネジに本）と本体内部のネジに本） （96 ペー 
ジ）を外す。 

(已） POWER スイッチ 

電源を日 N/OFF にするスイッチト81ぺージ)。 
一度押すと POWER ランプが点灯し、 ON の状態に 
なる。もう一度押すと電源を OFF にする。4秒 U 
上押し続けると強制的に電源を OFF にする （^85 
ぺーシ‘)。 

(色） POWER/SLEEP ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯する卜67ぺ一 
ジ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置が正常に動作している聞は、緑色に点灯す 
る （一 >67ページ)。 

(8) マウスコネクタ 

マウスを接渝する（^80ぺージ)。 

(日）キーボードコネクタ 

キーボードを接編する（^8日ぺージ)。 

(lO)USB コネクタ 

US 巨インクフェースに対応している磯器と接続す 
る（一80ぺージ)。 


(11) パラレルコネクタ 

パラレルインタフェースを持つ装置と接渝する 
卜80ぺージ)。 

(12) シリアルポート (COM) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接締する 
(^80ぺージ)。接続する装置により、本体の設定 
を蛮要する必要がある。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 

(13) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する（一80ページ)。 
ディスプレイ装置を接続しない場合は、本装置に 
添がの VGA コネククを接編してください。 

(14) DUMP スイッチ 

本装置に起こったイベント□グを操取する （-* 

243ぺ-ジ)。 

(15) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1 000BASE-T/100BASE-TX/1OBASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ（一80ページ)。括弧数字の後 
の数字は「1」が LAN ポート1、に」が LAN ポー 
卜2を示す。 

(16) UNK/ACT ランプ（緑を） 

LAN のアクセスが態を示すランプト69ぺ一 
ジ)。 

(17) Speed ランプ（アンパ’一色/緑色/消口） 

LAN の嚴送速度を示すランプ（一69ページ)。 

(18) 外付け SCSI コネクタ 

SCSI インクフェースを持つ装置と接続する（一 
69ぺージ)。 


各部の名祿と機能 


本装置の各部のを称を次に示します。 



( 1)-0 ( 1)-1 ( 1)-2 
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ハードウ卫ア編 巨已 


装置内部 



口) (8) 



八ードディスクドライブベイを取リかした状態 


(1) 八ードディスクドライブトレー 

八ー ドディスクドライブを装着するためのトレー 
です。最大3台装着可能で、左端から順に装着し 
ます。 

(2) ヒートシンク 

(3) CPU ダクト カバー 

プ□セ、ソサ ( CPU ) を効率よく策な)するための力 
バーです。 

(4) を却フアン 
(日） 電源 ユニット 


(6) DIMM 

(7) プ□セッヴ2ソケット 

増設用のプ□セ、ソサ ( CPU ) を装着するためのソ 
ケットです。 

(8) ライザカードブラケット 

オプションのライザカード （ PCI ) を取り付けま 
す。 











巨巨 各部のさ称と機能 
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(17) 


(1) U チウム電池 

(2) 電源信号コネクタ（使用しません） 

(3) 電源コネクタ 

(4) DIMM ソケット（上か 5 Slot 甘8、#7、 

片6、 #己、#4、#3、#2、 #1) 

2枚1組単位で増設する（この単位を 「 Group 」 と 
呼ぶ)。 

(已）を却フアンコネクタ 

(6) プ□セッヴ ー1 ソケット 

(7) プ□セッヴー2ソケット 

(8) 電源コネクタ 

(日）を却フアンコネクタ 

(10) ; ち却フアン信号コネクタ（使用しません） 

( 11 ) IDE コネクタ（使用しません） 

(12) フ□ッピーディスクドライブコネクタ 
(使用しません） 

(13) SCSI コネクタ2 

(14) SCSI コネクタ1 

(15) リモートマネージメントカードコネクタ 

(16) フ□ントパネルインタフエースコネクタ 

(17) CM 0 S クリア用ジャンパスイッチ (150 
ページ参照） 


(16) (15) (14) 


( 18 ) PCI ボードス□ット（巨ス□ット、下か 5 
PCI#1 一 PCI#2 一 PCI#3 一 PCI # 4 一 
PCI # 己一 PCI # 色） 

(ス□ット 2 のみ使用しまず） 

PCI #1: 32-邮 /33 MHz 

PCI 松〜#3: 64- bit/lOOMHz 
PCIe #4、#日： x 8 
PCI #6: 64- bit /133 MHz 

( 1 日);ち却フアンコネクタ 

( 20 ) ； f スワードクリア用ジャン/ f スイッチ 
( 1 已〇ぺージ参照） 

( 21 ) 外部接続コネクタ （ 80 ぺージ参照） 


* ここでは、本装置のアップグレードや保守 
(部品交換など）の際に使用するコネクタのみ 
あげています。その他のコネクタや部品につ 
いては化巧時のままお使いください。 
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ハードウ卫ア編 67 


ランプ表巧 


本装置のランプの表示とその意巧は次のとおりでず。 

POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の聞、ランプが緑色に点好しています。電源が本装置に供給されていない 
と POWER ランプが消灯します。 

省電カ モー ドをサポートしている 0 S で、本装置を省電カ モー ドに切り替えるとランプが緑色 
に点滅します。 POWER スイッチを押すと、届常の状態に戻ります。 

省電カモードは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能します。また、 OS に 
よっては一を時聞 U 上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定し 
たり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している聞は、 STATUS ランプは緑をじ点好しまず。 STATUS ランプが 
消なしているときや、アンバーをに点な/点滅しているときは、本装置に何らかの異常が起こつ 
たことを示します。 



• ESMPRO またはオフライン巧守ユーティリティをインストールしておく 
とエラーログを参照することで故障の原因を巧認することができます。 

• ぃったん電源を OFF にして再起動するときに、 OS からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してくださぃ。 
シャットダウン処理ができなぃ場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(210 ぺージ参照）、一度電源コードをホき差しして再起動させてくださ 

い。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点な 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリか CPU 、 電源のいずれかが縮 
退した状態で動作していまず。 

装置背面の AC POWER ランプの状 
態を磕認してください。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを磕認後、早急じを換するこ 
とをお勧めしまず。 

メモリ 1 ビットエラーがを発してい 
まず。 

消灯 

電源が OFF になっている。 

電源を ON じしてください。 













68 各部のを称と機能 


S 下 ATUS ランプの 
が 態 

意味 

対処方法 

消财 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくずると緑色に点财 
します。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を OFF じして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメ、ソセージが表 

W された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会せに連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を模化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点财 

温度異常を模化した。 

内部のファン[こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが磕実[こ 
接統されていることを磕認してくピ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス舎社に連絡してくださ 
い。 

電圧異常を模化した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

アンバー色に点ミ減 

ファンアラームを模化した。 

ファンユニットがお実に接続されて 
いるかお認してください。それでも 
表示がかわらない場合は，保守サー 
ビス会社連給してください。 

温度警告を核化した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが磕実に 
接統されていることを磕認してくた‘ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 

電圧警告を模化した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 
い。 
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LAN コネクタのランプ 

前面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがありまず。 



Speed ランプ 


• UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている聞、緑色に点好します ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態をお認してください。それでもランプが点なしない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店，または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードげどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 

アンバー をに点灯しているときは，1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
をに点なしているときは> 100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯してい 
るときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 































70 各部のを称と機能 


J \- ドディスクドライブのランプ 


3.5 インチ八ードディスクドライブベイに搭 
載している asK ランプは表示状態によって 
意巧が異なリます。 

• 緑色に点な 

八ードディスクドライブに電源がイ共給 
されていることを示しまず。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブじアクセスし 
ていることを示しまず。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに 
取り付けている八ードディスクドライ 
ブが故障していることを示します。 




ディスクアレイ （ RAID 1、 RAIDS ) を構成している場合は、1台のハードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急に/ N - ドディ 
スクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディ 
スクの交換はホットスワップで斤えます）。 


• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（巧障ではあり 
ません)。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了ずるとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプげアンバー色 
に点なします。 


两~0 リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 

roa してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してくださし、。ただし、才ートリビルド機能を使用するときは々の 
'ま意事項ををってください。 

• 電源を OFF にしないで〈ださい（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません）。 

• M - ドディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は朋秒に(上あけて 
くださし、。 

• 化にリビルド中の/、ードディスクドライブがををする場合は、ハード 
ディスクドライブの交換は斤わないでください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明しまず。 



本装置はオフィスラックに設置して使用しまず。 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせ< ださい。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
るまたは重傷を負ラおそれがあります。詳しくは、 iii ページ W 降の説明をご覧くださ 
し、。 

• 指定 1 U がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A ま意 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説 
明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生ずる環境で使用または保管しない 


0 


戀 













72 設置と接続 


下の環境条件を 
満たした場所 
<動作時> 

室巧温度：10で〜3已で* 
湿度： 200/〇〜80〇/〇 
温度勾配：±10で/時 
気圧： 749〜 1040 hpa 
<か止時> 

室巧温度：己で〜40で* 
湿度：10〇/〇〜80〇/〇 
温度勾配：±1己で/時 
気圧： 749〜 1040 hpa 


腐食性ガスの発をする環境では使用しない 


室巧温度1己で〜2已での 
節囲を保てる場所での 
使用をお勧めしまず。 


添付の電源コードび届く 
節固にあるコンセント 
または UPS 


AC 100 V 、 平行二極 
アース 付きのコンセ 
ントまたは UPS 


水平でじよラぶな床の上 



前後に ImlU 上、をち目 0 cm 
凹上、高さ 40 cmL ソ上の 
スペースびとれる場所 


次のを件に当てはまるような場所には、設置しないで<ださい。これ6の場所にラックを設置 

したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐え6れない場所。 

• 耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾おがある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、ち蔵庫などの近<)。 

• 強い振動の発生ずる場所。 

• 腐食性ガス（塩化ナトリウムや二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニ 
ア、オゾンなど）の発生する場所やほこり中に腐食をが進する成分（硫黄など）や導電 
性の金属などが含まれている場所、薬品類のお<や薬品類がかかるおそれのある場所 
(万一、ご使用の環境でこのような疑いがある場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社へご相談ください)。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物のを下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電綜、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを巧ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接巧線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近< (電源ノイズを発生する装置の近<じ設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して巧ってください)。 
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ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりずると、 
ラック内部の温度が各装置か5発ずる熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10 で〜3己で）を超え、誤動作をしてしまラおそれがありまず。運用中に 
ラック内部の温度が保証節囲を超えないようラックの部、および室内のエアフ 
口一について十分な検討と巧策をしてください。 

本装置では、前面か6吸気し、背面へ排気しまず。 
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ラックへの取り付け/ラックか6の取りかし 


本装置をラックに取りがけます用3りかし手順についても説巧しています)。 



警告 


Q 


装置をを全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定 W がの場所で使用しない 


A ミち意 


A\A\ 

AQ 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 W 降の説明をご覧 
<ださい。 

• 1人で取り付け•取りがしをしない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引を出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

オフィスラックに取りがける際には下記を用意してください。 

• M 己ネジ X 4 本 

• コアナット X 4 個 

• L 字レール （ N 8140 -102) X 1 組 


必要な工具 


ラックへ取り付けるために'必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 
















ノ、ードウエア,漏7已 


取り付け手順 


本装置はオフィスラックに取り付けることができます。次の手順でラ、ソクへ取り付けます。 

• コアナットの取り付け 

装置に添付のコアナットをラックに取りがけます。 


コアナツ I 


装置前面 
(左ちに各2個) 


コアナットはラ、ソクの内側か6取り付 
けます。一方のツメを引っかけてから 
マイナスドライバなどを使ってもう一 
方のツメをラックのフレームに引つか 
けまず。 



一/ ラックの左ちじ取り付けたコアナットの高さが同じであることを確認してく 

区;!;ック I ださい。 
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• L 字 レールの 取り付け 

L 字レールは左用とち用があります。下図を参照して左用、ち用を確認してください。 



1.L 字レールのフックをラックの巧 
(背面側）に挿入ずる。 



2. 前面と背面をネジで固定する。 

ち図では左用のレール取り付けを示 
していますが，ち用も同様にして取 
りがけてください。 



まつすぐにレールが取り付けられていることを巧認してください。 
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• 本装置の取り付け 

次の手順で本装置をラックに取り付けまず。 


A ま意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページな降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 2人1■ソ上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置を L 字レールの上にのせて 
ゆっくりと静かに押し込みまず。 


ネリめての取り付けではを機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し込んでください。 



レ/ (—やレールで指を巧まないよう十分ミ主意して < ださい。 


4/^ ラック巧の化装置と隣接する位置に本装置を取り付ける斷ま，他装置と本装置 
g エック I の崖体が干ミ歩していないことを磕認してください。もし干巧している場合は， 
他装置と干渉しないよう調整して L 字レールを取リイ寸け直して < ださい。 


2. 本装置をラックへ完全に巧し込む。 


3. 本装置前面の左ちにあるマウント 
イヤーをそれぞれ取り付けネジ2 
本でラックに固定する。 



W 上で完了です 
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取り外し手順 

次の手順で本装置をラ、ソクか 6 取り外します。 


A ま意 


A\A\ 

A(^ 


装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

• 一人で取り付け-取りがしをしない 

• 指を巧まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5弓 I き出さない 


1. 本装置の電源が日 FF になっていることを確認してか5、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケープルをすべて取り外す。 


2. 本装置の前面の取り付けネジ 
(左ち各2本）をゆるめる。 



3. 本装置をゆっくりと静かにラック 
か S 引さ出し、しっかりと持って 
ラックか6取り外す。 



W -0 • 装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 

置3 ください。装置が落下ずるおそれがあり、危険でず。 

• 複数るで装置の底面を支えなが5ゆっくりと引を出してください。 

• 装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置が落下ずるおそれがあり、を険でず。 

• レバーやレールで指を挟まないよう十分ミち意してください。 
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本体に周迅装置を接続します。 

本体の前面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次ページの 
図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を接続して 
か6添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントじつなげまず。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
Bto 定、ヴーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関ずる要求が 
ございました6、保守ヴービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お巧6せぐださい。 



A( 


警告 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A ま意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定 1 U がのコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定 ly 列の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケープルの取り付けや取り列しをしな 
い 

指定 1 U がのインタフェースケープルを使用しない 


• 
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wO • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか6接続してくださ 
国是 し V ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となります。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフ王ースケーブルを接続ずる場 
合は、お買いホめの販売店でそれ5の装置が本装置で使用でをることを 
あ6かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用でさないちのがありまず。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできませ 
A ^。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 電源コードやインタフ王ースケーブルをケーブルタイでケーブルがか6 
まないよラ固定してください。 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよう 
フオー S ングしてぐださい。 


パラレルインタフェースを 

持つ プリンな SCSI インク フエー スを 



*1 電源コードは、1日 AU 下のサーキットブレーカに接続してください。 
*2 専用回線へ直接接続することはできません。 
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基本的な操作 

基本的な操作のち法じついて説おします。 


電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にしまず。 


本装置の電源を ON にする前に装置前面のモニタコネクタにディスプレイ装置 
置3 または装置に添付の VGA コネクタを接続してください。 


1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを巧す。 

POWER ランプが緑色に点なし、しば6くするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
□ゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した粉 POWER スイッチを巧ずま 
で10お化(上の時間をあけてください。 

• 「 NEC 」 □ゴおよび□ゴ下側に何日かの文字が表示されるまでは電源を 
OFF にしないでぐださい。 



POWER スイッチ POWER / SLEEP ランプ 


「 NEC 」 □ゴを表示している闇、本装置は自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
P 日 ST を完了すると 0 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
医!^ 84ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断磯能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実巧され、マザーボード、メモリモジュール 、 CPU 
モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の团 0 S 
セツトアップユーティリティの起動メッセージなどち表示しまず。 


化荷時の設定では POST を実行している圍，ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。レ Tab > キーを押すと， 
POST の実行内容が表示されまず。） 


层 C 


POST の実行内容は常にお認するあ要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを殖認してください。 

• 導人時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の圍に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置じなんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないよラにし 
てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に [Press Any KeyJ 
とキー入力を要おずるメツセージを表示ずる場合ちありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要ホしているためのちのでず。 
オプションの説明書にある説明を巧詔してか 5 巧かキーを巧してくださ 
い。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り列し/取り付けているス□ツト 
の変更をしてか6電源を ON にずると、 POST の実行中に取り付けた 
ボードの構成に誤りびあることを示ずメツセージを表示して POST を 
いったん厚止ずることがありまず。 

この場合は < F レキーを巧して POST を継続さはてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設 
定でさまず。 


1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めまず。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリとお張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表おさ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモ U チェックが完了ずる 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動 （ U ブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合がありまず。 

2. メモ U チェックを終了ずると、いくつかのメッセージが表示されまず。これ6は搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知5せ 
るメッセージでず。 
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3. しば5くすると、マザーボード上のネットワークコント□-ラに関する設定をずる 
ユーティ U ティの起動メニューが2回脂載している LAN コント□-ラ分）表おさ 
れますが、特に起動して設定を変更する必要はありません。 

4. 本体に内蔵の SCSI コント□-ラを検出し 、 SCSI BIOS セットアップユーティ U 
ティの起動を促すメッセージが表示されまず（そのまま何も入力せずにいると数秒 
をに POST を自動的に続けます）。 

Press < CtrL > < A > for SCSISeLect ( TM ) UtiLity ! 

ここで < Ct 「 l > 丰一と < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラ 
メータの機能じついては、141ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

• 本体内部の RAID コント□-ラ (Adaptec HostRAID ) を使って RAID ディスク 
を構築する場合 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行します。 

已.接続している SCSI 機器が使用している SCSI ID 番号などを画面に表おします。 

6. しば6 くすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティ U ティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメ、ソセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更するを要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている聞に < F 2> キーを押します。 
設定ち法やパラメータの機能については、114ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 

本体の PCI バスに複数の SCSI コント□-ラボードを搭載しているときは，オンボー 
ド SCSI ^ PCI バス番号の PCI の順で搭載しているボードの团 0 S セットアップユー 
ティリティの起動メッセージを表示します。 

スオプションボードのディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスク 
アレイ BIOS セットアップユーティ U ティの起動を促すメッセージが表示されます 
(搭載したボードによって起動メッセージや操作が異なる場合があります）。設定方 
法やバラメータの機能については、ボードに添付の説明書を参照してください。そ 
のまま何も入力せずにしぶと数秒後に POST を自動的に続けます。 
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8. BIOS セットアップユーテイ U テイ 「 SETUP 」 でバスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、バスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの人力は、3回まで行えまず。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてか6、約10秒ほど時聞をあけ 
て ON にして起動し直してください。 

W -0 OS をインス I ルずるまではバスワードを設定しないでくだをい。 


9. POST を終了すると OS を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通巧しまず。エラーメッセージ 
とエラーを通®するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処ちまについては、「運用•保 
守編」を参照してください。 


な守サービス会社に連結ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Bto ださい。アラーム表示はな守を行うとさに有用な情報となりまず。 
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次の順をで電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照ずるか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0S のシャットダウンをずる。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを巧す。 

POWER ランプが消财します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


本装置は ACPI モードに対応しています。 Windows での設走によって POWER スイッチを押し 
たときの機能を本装置の電力をほとんど使用しない状態（スタンバイ状態）にさせることがで 
きます。 




スタンバイ状態になってちメモリの内容や 
それまでの作業の状態は保持されています。 



POWER スイ、ソチ 


POWER/SLEEP ランプ 




F 圏 


搭載している PCI ボードによっては機能しなし、場合があります。 


省電カモードへの移行または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さしV省電カモードか5復帰ずる際に元の状態に復帰でさない場合がありま 
ず。 


省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設をによって異なります。また、省電 
カモード中の動作レベルは 、 Windows Server 2003 /Windows 2000の設をに化 
存します。 


省電カモードの起動 


電源の OFF 


0000 
Co A 〇 

ご： 

ov 名 

00000 





























86 基本的な操作 


光ディスクドライブ（オプシ 



本装置には光ディスクドライブの VD - ROM ドライブ、 CD - ROM ドライプなど）はありませ 
ん。オプションの外付け光ディスクドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに 
接続してください。 

光ディスクドライブの取り扱いについては、光ディスクドライブに添付の説明書を参照してく 
ださい。 


フ□ッピーディスクドライブ（オプション) 


本装置にはフ□、ソピーディスクドライブはありません。オプシヨンの外付けフ□、ソピーディス 
クドライブを使用する場合は、装置前面の USB コネクタに接続してください。 

フ□、ソピーディスクドライブの取り扱いについては、フ□、ソピーディスクドライブに添付の説 
日月書を参照してください。 



本装置にはノ\、ソクアップドライブはありません。オプシヨンの外付けバ、ソクアップドライブを 
使用する場合は、装置前面の外付け SCSI コネクタに接続してください。 

バックアップドライブの取りあいについては、バックアップドライブに添付 の説明書を参 
照してください。 
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装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理* *改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


内蔵才つシヨンの取り付け 

本体に取りがけられるオプションの取り付け方まおよびミ主意事項じついて記載していまず。 




安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のま意事項を'必ず守ってくださ 
い。 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 
責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
のな知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを巧 
わせるよラお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは興社び指定ずる部品を使用してくださし、。 
指定 1 U 列の部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 

• 八ードウエア構成を変更した場含も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください（己6ぺージを参照）。 


A ミち意 


A\^ 

AA 

Q 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 


警告 


安を上の注意 






















88 内蔵オプションの取り付け 


静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け' 取り外しの隐は静電 
気による製品の巧障に十分を意して < ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に人6ない場合は部品を触る前 
に置体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を巧う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を巧ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に人れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端すや実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

1. プラスドライバを用意する。 

2. 0 S のシャットダウン処 I 里を行う。 

3. POWER スイッチを巧して本装置の電源を OFF ( POWER ランプ消口）にする。 

4. 本装置に接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取りがす。 





90 内蔵オプションの取り付け 


取り付け/取りかしの手順 


内蔵部品（八ードディスクドライブ、 DIMM、PCI ボードなど）の取りがけ/取りタトしの作業は 
本装置をラックか6引き化し、取り外した状態で斤います。 


A ま意 


爪 爪 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説 
明をご覧ください。 


カバーを列したまま取り付けない 
指を挟まない 

戸ご曰ぅ号 

ラックが不安定なげ態でデパイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか目引き出した状態にしない 


1. 89ぺージを参照して準備する。 


2. 前面の左ちにあるセットスク 
リューをゆるめて、八ンドルを 
持ってゆっくりとラックか6引さ 
出し、取り外す。 



セツトスク U ユー セツトスクリユー 


レ/ (-やレールで指を巧まないように十がま意してください。 


































ハードウ卫ア編 91 


トップカパー 


内蔵部品の取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときはトップカバーを取り外 
しまず。 


取り外し 

1. 8日ページを参照して準備ずる。 

2. 本体をラックか6引さ出して外す 
(78 ページ参照)。 

3. ネジ1本を外し、トップカバーを 
巧しなが6装置前面へスライドさ 
せる。 

4. トップカバーを持ち上げて本体か 
5取りがす。 


装置前面 



取り付け 


トップカバーを取り付けるときは、トップカ 
バーのタブが本体フレームじ確実に差し化 
まれるよう、まっすぐ本体の上 I こ置いてくだ 
さい。 


装置前面 

た 




92 内蔵オプションの取り付け 



本装置の前面は、約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを搭載ずることができ 
る八ードディスクドライブトレーがあります D 

W"0 NEC で指定していないノ V— ドディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクド 


ライプだけでなく本体が故障ずるおそれがありまず。次に示ずモデルをお買い 
求めください（200目年1月現在)。 

-N81已 0-1 6已 (A) (3 巨. 3G 己、 Ultra320、 1已〇〇 Orpm) 

-N81已 0-163(A) (73 •吕 G 己、 Ultra320、 10000 rpm) 

-N81已 0-172(A)(73.2G 己、 Ultra320、 1已〇〇 Orpm) 

-N81日 0-1 71 (A)(146 •已 GB、Ultra 320、10000 rpm) 

-N81已 0-1 日3 (A) (146 •已 GB、Ultra 320、1已〇〇 Orpm) 

-N8 150-192(A) (300GB. Ultra 320、10000 rpm) 

最新状況や混在を件などは8蚕街のシステム構成ガイド 
(http://nec8.com/) でご確認ください。 


ドライブ ID について 


八ードディスクドライブトレーには最大で3台の八ードディスクドライブを搭載することが 
できます。搭載ずるス□、ソトによって八ードディスクドライブの ID が固をでまめ6れていま 
す。下図を参照してください。 



八ードディスクドライブトレーは、化荷時の構成でマザーボード上のディスクコント□-ラに 
接続されています。 
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取り付け 

オプションの八ードディスクドライブを実装する場合は、次に示す手順で八ードディスクドラ 
イブを取りがけまず。 


W -0 • j \- ドディスクドライブに衝撃や振動を与えないように十分ま意してく 
国互 ださい。衝撃や振動を与えると故障の原因となりまず。 

• J \- ドディスクドライブは静電気に大変弱い電子部品でず。 j \- ドディ 
スクドライプを取り扱ラ前に、リスト設置ストラップを手首に卷き付け 
るか、装置の金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてく 
ださい。 

• J \- ドディスクドライブの端子や電子部品を素手で触ったりしないでく 
ださい。 


1. 八ードディスクドライブを取り付 
けるス□ットを確認ずる。 

ス□ットは3つあります。また、 
SCSI ID はス□、ソトの位置で決 
まっています（左から順に SCSI 
IDO 〜 ID 2)。 



2. ダトレーが装着されている場含は、ダトレーの取っ手を持ち、ダ卜 
レーを取り列す。 


SCSI ID 1 および SCSI ID 2 のス□、ソトにはダミートレーが装着されていまず。 



4. 


増設する八ードディスクドライブ 
(トレー付さ）と八ンドルをしつ 
かりと持ってス□ットへ挿入ず 
る。 






• 八ンドルのフックがフレームに当たるまで巧し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手でしっかりと T 寧に持ってください。 












94 内蔵オプションの取り付け 


已.八ンドルをゆっくりと巧す。 


r カチ、ソ」と音がして□ツクされま 
す。 



"~〇 ヘン ドルとトレーに指を巧まれないように注意してください。 


八ンドルのフックがフレームじ引っ掛かっていることをお認して<ださい。 

|fi»^ 
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取り外し 

八ードデイスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


レバーやレールで指を巧まないように十せミち意してくださし、。 


1. レバーを巧して□ックを解除ず 
る。 


2. 八ンドルを引く。 




3. 八ンドルと八ードディスクドライ 
プをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

4. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 








96 内蔵オプションの取り付け 


八ードディスクドライブベイの取りかし 


1. ディスクドライブを取り外ず。 

2. 八ードディスクドライブベイの前 
面の手ネジ2本と、内部の固定ネ 
ジを2本かす。 


ネジ 



手ネジ 
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已.八ードディスクドライブベイを取 
り外ず。 


八ードディスクドライブベイ 




98 内蔵オプションの取り付け 


プ □セ ツサー （ CPU ) 


標準装備の CPU (Intel Xeon Processor ) に力□えて、もう1つ CPU を増設することができます 0 



CPU #1 

(標準装備の CPU ) 


CPU #2 



オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッピング）のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混在して取りかけた場合、 
Windows ではイベントビューァのシステムログにが下のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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取り付け 


次の手順に従って CPU を取りがけます。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部を 
省略していまず。） 


"~〇 CPU は大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーバ①金属フレーム部分などに触 
■to れて身体の静電気を逃びしてか5 CPU を取り扱ってください。また、 CPU ① 
ピンを素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説明は88ぺージで詳しく説巧していまず。 


1. 89ページを参照して準備をする。 

2. トップカバーを取り外す（日1ページ参照)。 

3. 八ードディスクドライブベイを取り外ず（日6ページ参照)。 


4. CPU ダクトカバーの固定ネジ2本 
を夕'!•す。 


已. CPU ダクトカバーを取り外ず。 


6. CPU ソケットの位置を確認ずる。 


ネジ 




















100 内蔵オプションの取り付け 


"~〇 レバーは止まるまで亮全に開いてください。レバーは1吕〇度に(上開きまず。 


8. CPU ソケットホルダを持ち上げ 


ピン マーク 


る。 




^ CPU の向き(こ注意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止ずるためじ 
医!^ CPU とソケットにはピン マークが ありまず。 CPU とソケット側のピン マークを 
磕認して正しく取り付けてください。 
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10. CPU を軽くソケットに巧しつけ 
てか 5CPU ソケットホルダを元 
に房し、レバーを倒して固定す 
る。 




12. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順唐で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 

13. ヒートシンクがマザーボードと水 
平に取り付け5れていることを確 
認する。 



"~〇 • 斜めに傾いているときは、しりたんヒートシンクを取り列してか5、も 

う一度取り付け直してくださし、。 

水平に取り付け5れない原因には次のことがちえ5れまず。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

- ネジで完をに固定されていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


14. 取りがした部品を取り付ける。 
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1 5. rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 邑 uration DataJ を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは123ページをご覧ください。 

1巨. Windows 環境のシステムで、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つしソ上の 
CPU で運用する場合に L ソ下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 AC 円シングルプ□セ、ソサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□、ソサ PC 」 に変更し、メッセージに従っ 
て巧起動後、システムのアップデート （56 ページ）を行いまず。 


取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順り 
〜6の逆の手順を巧ってください。ヒートシンクはヒートシンクを水平にかしず6すようじし 
て動かしてか6取りかしてください（この後の「重要」の2項を参照してください）。 


• CPU の故障な外で取り外さないでください。 

• 運用をは熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に化 
着してし巧場合びありまず。ヒートシンクを取り列ず際は、ちちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU 占、6離れたことを確認して占、6行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外ずと CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれびありまず。 


CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. SETUP を起動して 「 Main」—fProcessor Settings ] — 「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をク U アずる 
(122ぺージ参照)。 

CPU を交換した場合 

「 Main 」一 「Processor Settings 」 の順でメニューを還択し> 増設した CPU の ID お 
よび L 2 Cache Size が正常になっていることを殖認する （122 ぺージ参照）。 

2. rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは123ページをご覧ください。 
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DIIMM #6 
DIIMM #己 



— DIIMM #4 
_ DIIMM 指 

— DIIMM #2 
DIIMM #1 



DIIMM #8 . 
DIIMM #7 


コロ ロロ ロ c 


DIIMM group #4 

DIIMM group #3 

DIIMM group #2 

DIIMM group #1 




• DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 
に軸れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は88ページで詳しく 
説明していまず。 

• 醉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体が故障ずる 
おそれがありまず。また、これ6の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となりまず。 

• マザーボードは DDR 333 の DIMM をサポートしていまずび、 DIMM を 
巨枚む上搭載ずると DDR 26 巨で動作しまず。 

• 容量の大きいメモリを DIMM グループ番号の小さいス□ット順に並べて 
ください。順序を守5ないと動作び不ま定になりまず。 

例えば、 4 GB 、2 GB 、1 GB (標準装備）のメモリを搭載ずる場合は、 
DIMM group 1に 4 GB メモリ、 DIMM 径 roup #2に 2 G 己メモリ、 
DIMM 呂 roup 3に 1 GB メモリ、 DIMM 旨 roup #4に IGB メモリを取り 
付けまず（容量の大きい順となるよラに取り付けまず)。 




• メモリは最大1目 G 巳 （2 GBX 8 枚）まで増設できます。 

• POST や ESMPR 0、 オフラインイ呆 をユー ティリティのエラーメッ セー ジ 
やエラーログでは DIMM コネクタのことを「グループ」と表示される場 
含があります。グループの後に示される番号は上図のコネクタ番号と一 
致しています。 





IBilrv 


□ 




マザーボード 


DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体に取りがけられているマザーボード上の DIMM 
ソケ、ソトに取りがけます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが8個あり、標準で 512 M 目の DIMM が2枚、 
DIMM #5 と#6に取り付けられていまず（標準で取り付けられている DIMM も交換ずることがで 
きます）。 

DIMM は2枚単位で DIMM group #3一#2一#1 一#4の順 I こ取り付けます。 




□□□□ 



感 @ 



0000 


0000 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


• インタ U - プ装置であるため、 Group を巧に吕枚の DIMM ポードを増設 

国当 して<ださい。1つの Group 巧に異なった仕様-の DIMM ポードを実装ず 

ると動作しません。 

* DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の巧 
容で表示されていまず。 

(例） 333 MHz • Bufferred -已1吕1\/1日 • □ウアドレス1吕ビット- 
カラムアドレス10ビット . Single side の場合 
333 / 已/ 已1吕 / R 12 CIO S 

I 

Single side 

カラムアドレス10ビット 
□ウアドレス12ビット 

容量 

Bufferred 

周波数 

• オペレーティングシステムがサポートずる最大メモリ容量は次のとおり 
でず。 

また、チップセットの仕様などにより PCI リソース領域として約 
7已 0 MB のメモリを使用ずるため、実際に使用できるメモリ容量は搭載 
メモリ容量よりも小さくなることがありまず（搭載ずる PCI 力ードの種 
類や枚数によってもを少の変動びありまず)。 

— Windows Server 2003, Standard Edition/Windows 2000 
Server 

搭載メモリ〜 3 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使巧可能 
搭載メモリ3.日〜 4 GB : 約 3.3 GB を使用可能 

— Windows 2000 Advanced Server 

搭載メモリ〜 7 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使巧可能 
搭載メモリ7.已〜 8 GB : 約 7.3 GB を使用可能 

— Windows Server 2003, Enterprise Edition 

搭載メモリ〜 16 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使用可能 


1 . 

2 . 

3. 

4. 

日. 


89ページを参照して準備をする。 

トップカバーを取り外ず（日1ページ参照)。 

1、ー ドディスクドライブベイを取り外す （9 日ぺージ参照)。 

ネジ2本をがし、メモリダクト 
を取り外す。 

DIMM を取り付けるソケットを 
確認する。 
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6. DIMM をソケットにまっすぐ}甲し 
込む。 



^ DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端す側には誤挿入を防止ずるため 
医!^ の切り欠きがありまず。 


DIMM が DIMM ソケット I こ差し化まれるとレバーが自動的に閉じます。 


"~〇 □11\/11\/1は2权1組で取り付けてください。また同一仕様のメモリセット使用し 

■to て<ださい。メモ U の仕様はメモリに目占付けされているラベルにむ下の内容で 
表示されていまず。 

(例） 333 MHZ • Bufferred -已1吕 M 日-□ウアドレス12ビット- 
カラムア ドレス10ビット - Single side の場合 
333 / B /已1吕 / R 1 吕 CIO S 

I 

Single side 

カラムアドレス10ビット 
□ウアドレス12ビット 

容量 
Bufferr 色 d 
周波数 


7. 取り外した部品を取り付ける。 

8. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する 0 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、84ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

9. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Confi 吕 uration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （124 ぺージ参照)。 

1日 . rAdvancedJ メニ ユーの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは123ぺージをご覽ください。 

11 .Windows Server 2日日3を使用している場 S ま、ぺージングファイルサイズを推 
奨値（搭載メモリ X 1.5) 1；(上に設定ずる （Windows Server 2日日3は32ぺ一 
ジ)。 






















10 巨 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取りかします。 



|fi»^ 


• 巧障した DIMM を取リクトす場合は. POST や ESMPR 0 で表示されるエ 
ラーメッセージをお認して> 取りがけている DIMM ソケット （ Group ) 
をお認してください。 

• DIMM は最化2枚措載されていないと本体装置は動作しません。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


89ページを参照して準備をする。 

91ページを参照してトツプカバーを取りがす。 

A - ドディスクドライブベイを取り外す （96 ぺージ参照)。 

ネジ2本をがし、メモリダクト 
を取りがす。 



已.取り外す DIMM のソケットの両 
側にあるレバーを左ちにひろげ 
る 0 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

6. 手順2で取り列した部品を取り付 
ける。 



7. 本装置の電源を日 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認ずる。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、84ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

8. SETUP を起動して rAdvancedJ — 「MemoryConfi 邑 uration 」一 「Memory 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り列した DIMM の エラー 情報をク U アする 
(124ぺージ参照)。 

9. rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 吕 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは123ページをご覧ください。 
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PCI ボー 



本装置じは、オプションの PCI ボード（□ープ□ファイルタイプ）1枚を取り付けることがで 
きます（ただし、オプションのライザカード ( PCI ) が必要です）。 

PCI ボードは、マザーボード上に搭載している「ライザカードブラケット」にオプションのラ 
イザカード ( PCI ) を装着してから取り付けます。 




本装置にオプションの PCI ボードを取り付ける場合は、オプションのラ 
イザカード （ PCI ) が必要でず。 PCI ボードをご購入の勵ま、ライザ 
カード （ PCI ) も一緒にご購入ください。オプションのライザカード 
( PCI ) がないと PCI ボードを取り付けることがでをません。 

PCI ボードおよびオプションのライザカード （ PCI ) は大変静電気に弱 
い電子部品でず。サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気 
を逃がしてか5これ6の部品を取り扱ってください。また、 PCI ボード 
およびオプションのライザカード （ PCI ) の端子部分や部品を素手で 
触ったり、これ5の部品を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説明は88ページで詳しく説明していまず。 

取り付けることがでさる PCI ボードの組み合わせには制限事項がありま 
ず。詳細はお買いホめの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せぐださい。 

□—プ□ファイルタイプの PCI ボードを取り付けてください。□—プ □ 
ファイルタイプむがの PCI ボードは取り付けることができません。 


Wx^ 


PCI ボード(こよっては、オンボード上の拡張 ROM を利用するものもありまず。 
ボードに添がの説明書を参照し、拡張 ROM の展開が必要であるかどうかを磕 
認してください。設思ま、己の S セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を使 
いまず。詳しくは、114ページを参照してください。 






ライザカード （ PCI ) コネクタ 

マザ ーボー ド 




















































































































108 内蔵オプションの取り付け 


ミ主意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点じついてを意してください。 

• PCI ボードおよびライザカード （ PCI ) の端子部や電子部品のリード線には直接手を触れ 
ないようを意してください。手の'油やミちれが付着し、接続不良を起こしたり、リード綜 
の破損による誤動作の原因とな U ます。 

• 本装置に取り付けることができる PCI ボード[こは制限があります。ボードの仕様を確認 
してか6取り付けてください。 

• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は B の S セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 じ設定してください。 

• LAN デバイスを増設した場合、 LAN ポートに接続したコネクタを抜くときは，コネクタ 
のツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを押 
して抜いて<ださい。その隐に，マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポート 
をが損しないよう十分にを意してください。 

• 起動可能な LAN カードを増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増 
設後に BIOS セットアップユーティリティの 「 Boot 」 で設定し直してください。 

• 本装置がサポートしているボードと搭載可能なス□、ソトは次の表のとおりです。 





ス □ット（パ‘ ス A ) 




PCI #1 

型名 

製品ち 

PCI ス □ッ ト性能 

巨 4 bit /100 MHz 

ス □ッ トサイズ 

LowProflle 



PCI ボードタイプ 

3.3/ 己 V 



搭載可能なボードサイズで 

MD 吕 

N 8 103-80 

ディスクアレイコント□-ラ （1 ch ) 

(力一鬥ま能： 64 bit /66 MH 2 PCI ) 

0*1 

N 8 104- 109 

1000巨 ASE - SX 接締ボード 
(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

0*1 

N 8 104-88 

1000巨 ASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

0*1 

N 8104 -115 

100日巨 ASE - T 接続ボード 

(力ード性能： 64 bit /133 MH 2 PCI - X ) 

0*1 


〇搭載可能 一搭載不可 


*1 PCI ス□ットをが苗するためには.ライザカード(1\181 16-10) を搭載する 
必要があります。 

* をカードの磯能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 同ーバス巧に異なるカードを実装した場合はほい方の周波数で動作します。 

* 製品をのカッコ巧に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 
* 本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの方が動作性能が高い場合は.本体 PCI ス□ット 
性能で敦作します。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザカードブラケットじ PCI ボードを取り付けます。 


W -0 PCI ボードを取り付けるためにはオプションのライザカード （ PCI ) びぶ、要で 
國 ず。 


^ • オプションのライザカード ( PCI ) がサポートするボードタイプ（□一 

プ□ファイル）と取りがける PCI ボードのタイプをお認してください。 

• PCI ボードを取りがけるときは> ボードの接続部のおがとオプションの 
ライザカード ( PCI ) じあるコネクタのお状が合っていることをお認し 
てください。 


1. 8日ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか6引さ出し、取り外す （78 ぺージ参照)。 

3. トップカバーを取り外す（日1ぺージ参照)。 

4. 八ードディスクドライブベイを取り外ず（日6ぺージ参照)。 


已.ライヴカードブラケットを取り外 
す。 


6. ライヴカードブラケットにオプ 
シヨンのライヴカード （ PCI ) を 
ネジ2本で取り付ける。 





• ライザカードプラケットにオプションのライザカード （ PCI ) を取り付 
ける際は、ライザカード （ PCI ) に添付のネジを使用してください。 

• 他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 















110 内蔵オプションの取り付け 


1. ライヴカードプラ ケッ トか5ネジ1本をかし、増設ス □ッ トカバーを取りがす。 

ス□、ソトカバー 



"~〇 取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 


8. ライヴカードプラケットに PCI ボードを取り付け、手順日で外したネジで固定ずる。 

ライザカード （ PCI ) のス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて、お実に差 
しぶかます。 



wO • ライザカード （ PCI ) や PCI ボードの端子部分には触れないでください。 

置3 ミちれや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまく PC 柿ードを取り付け5れないときは、 PC 怖ードをいったん取 

りがしてか5取り付け直してください。 PCI ボードに過度の力を加える 
と PCI ボードやライザカード （ PCI ) を破損ずるおそれがありまずので 
注意してください。 


^ PCI ボードのブラケツトの端が、ライザカード ( PCI ) のフレーム巧に差し込ま 

医エック I れていることを確認してください。 
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9. ライヴカードブラケットをマヴー 
ボードのス□ットに接続ずる。 

ライザカード ( PCI ) の端子部分 
と マ ザーボード上の ス□、ソ ト部分 
を合わせて、お実に差し込みます。 


10. 取り外した部品を取り付ける。 



11. 本装置の電源を ON にして POST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認ずる。 

12. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフイグレーシヨンユーテイリティを 
起動してボードのセットアップをずる。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボードを増設した場合、ブート優先順位がデフォルトに変更されます。 B の S 
セツトアップユーティリティの 「 Boot 」 を設をし直してください （138 ぺージ参照）。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を巧ってください。また、取り外し後に团 0 S セッ 
トアップユーティリティの 「 Bo 饥」で起動優先順位を設をし直してください （138 ぺージ参 
照）。 






112 ケーブル接続 


ケーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタ フエー スケーブル 


インタフエースケーブルの接続について説日月します。 


VVi ここで示す図は接続を中むとして説明しています。マザーボード上のコネクタ 

心^ の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


標準構成 

八ードディスクドライプを増設した隐の接続じついて説巧します。 

八ードディスクドライブを増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。 



SCSI ケーブル 
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ディスクアレイコント□-ラ[ N 81 03-80] との接続 

ディスクアレイコント□-ラにも接続することができます。ディスクアレイコント□-ラは、 
データの信賴性を向上させるために用意されたオプションの PCI RAID ボードで、 RAID 0 と 
RAIDK RAID 已の RAID レベルをサポートしていまず。 























114 システム团 OS のセットアップ 


システム BIOS のセツトアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説日月します。 

導人時やオプションの増設/取りかし時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 


システム BIOS (SETUP) 


SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティ、ソールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設定していまずのでほとんど 
の場合において SETUP を使用ずる必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）び巧つてく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることができまず。パスワードには、 
「 SupervisorJ と fUserJ の2つのレベルがありまず。に upervisorj 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
要ができまず。 「 Administrator 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定の客を変更できる項目が限5れ 
まず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
まず。このため設定画面が本書で説明しているの客と異なる場合があり 
まず。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守ヴー 
ビス会社に問い合わせてください。 

• SETUP 起動した時には Ex けメニューまたはく Esc 〉、< F 10> キーでお、 
ず終了してください。 SETUP を起動したげ態でパワーオフ、リセット 
を行った場合には SETUP の設定び正しく更新されないことびありまず。 
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起動 

本体の電源を 0 N 1 こするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押すと、 S 口 UP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


W 前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は，パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを人力してください。 


Enter password : H J 

パスワードの入力は、3回まで行えまず。3回とも誤ったパスワードを人力すると，本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を巧えません）。電源を OFF じしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設まや、変更でき 
る設をに制限があります。 




11 巨 システム BIOS のセツトアップ 


キーと画面の説明 

キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作しまず（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが、 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 
Server 


設定項目 


► System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR : 
Assert NMI on 5ERR : 

' FRB-2 Policy : 

Boot Monitoring : 

Boot Monitoring Policy : 
Thermal Sensor : 

Post Error Pause : 
AC-LINK : 

Power ON Delay Time(Sec) 
Platform Event FiLtering 


[Enabled] 
[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled] 

[Ret 心 3 Times] 
[Enaned] 

[Enab、ed] 

[Last Eta む!] 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 



現在表示しているメニューを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 



Item Specific Help 


Additional setup menus 
to view server 
management features. 


/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの 機能説日月 


パラメータ（選択するとで字が反乾ずる*) 


* き動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設をにより蛮更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 

□ 力ーソルキー (t 、 い 

画面に表示されている項目を違択します。立字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソル丰一（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server . Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 


□ く一 >キー/く十 >キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 


□ く Ente「> キー 

選択したパラメータのまをを行うときに押します。 

□ く Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保をせずに SETUP を終了しまず。 


□ く F9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 


□ く F10> キー 

SETUP の設定内容を保存し、 S 口 UP を終了します。 
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設定例 

次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときにお要となる機能の設定例 
を巧しまず。 


曰付-時刻関連 


「 M 却 n 」 一 「System Time」、「System Date 」 


お 巧 這齒 菌ち顯 

rESMPRO/ServerManagerJ を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

「 Advanced」f Advanced Chipset Control 」 一 「Wake On Lan / PME 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

一 P 日 WER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源がイ共給されても電源を 
0 FF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Stay Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示ずる 

「 Advanced 」 ^ 「 Boot-time Diagnostic screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中じく Esc > キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用ずる 

モデムから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

「Wake 日 n Ring 」 一 「 Enabled 」 

LAN から： 「 AcK / anced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 AcK / anced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

「Wake On RTC Alarm 」一^「 Enabled 」 


HW コンソール端末か S 制御ずる 

「 Server 」 一 「Console Redirection 」 一若れぞれの設定をする 











前面側 
Processor 1 


Processor 2 






口 


1:1 脚 i:i| 


□ 




3 口 □ロロ c 
3 ロロ ロロ c 
3 口 □ロロ C 
3 口 □ロロ C 


マザーボード 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

rAdvancedJ ^ 「Mennory Configuration」「Memory Retest 」^ リプートずるとク 
リアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU のげ態を確認ずる 

「 Main 」 一 [Processor Settings ] 一 表示を確 f 忍する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよ 
うに対応していまず。 

CPU のエラー情報をクリアずる 

「 Main 」 一 [Processor Settings 」 一 [Processor Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


背面側 


DIMM #4 
DIMM #4 
DIMM #3 
DIMM #3 
DIMM #2 
DIMM #2 
DIMM #1 
DIMM #1 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認ずる 

「 AcK / anced」 ^ 「Memory Configuration 」 ^ [Group #nj ^ 表示を確!忍する ( n : 1~4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下國のよう 
じ対応していまず。 


□づ 



Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 Numlock 」 一 fOnJ 
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イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「Clear all Event Logs 」 ^ く Enter > キーを 
押して 「Yes」 を選択するとクリアされる 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

["Security」 一 [Set Supervisor Password J ー パスワードを入力する 

管理者パスワード （Administrator）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します。 

セキュアモードを設定ずる 

["Security」 一 「Set User Password」 ーパスワードを入力する 
["Security」 一 「Secure Mode 巨00り 一 「Enabled」 ぞれぞれを設定する 


か付けデバイス関連 


10ポートに巧ずる設定をずる 

「Advanced」「Peripheral Configuration」 一それぞれの10ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

「Advanced」 ^ 「PCI Configuration」 一ぞれぞれのデバイスに対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「Advanced」 ^ 「PC! Configuration」 一 「PCI Slot Option ROM」 一 「Enabled」 

八ードウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしの後） 

「Advanced」 ^ [Reset Configuration Da ね」^ 「Yes」 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存ずる 

「Exit」 一 「Exit saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「Exit」 一 「Exit Discanding Changes」 または 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻ず（出荷時の設定とは異なる場合びありまず) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 
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パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類の^ニューがあります。 

• Main メニユ ー 

• Advanced メニユ ー 

• Security メニユ ー 

• Server メニユ ー 

• Boot メニユ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を説明 
をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されまず。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます D 



Main^ ニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををしまず。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日がの設ををしまず。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサーに PU) (こ関する情報や設をを 
する画面を表示します。 

Language 

正 nglish(US)] 

Italiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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W "0 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3已で-湿度： 20%〜 
80%)か5列れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してくださし、また、高い時刻の精 
度を要ホずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調碧してち時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買いホめの販売店、またはな守サービス会社に保守を依頼してください。 
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Processor Settin 旨 s サブメニユ ー 

Main^ ニューで 「Processor Settings」 を選択ずると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Main 



Processor Settings 

Item Specific HeLp 

Processor 

Retest : 

C^] 

Select 'Yes' , BIOS wiLL 
clear historical 

Processor 

Speed : 

3.00 GHz 

processor status and 
retest aL し processors 

Processor 

1 CPUID : 

0F4A 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache : 

2048 KB 


Processor 

2 CPUID : 

0F4A 


Processor 

2 L2 Cache : 

2048 KB 


Hyper-Threading Technology : 

[Enabled] 


Execute Disable Bit 

[Disabled] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサーのエラー情報をクリアし，ホ 
回起動時にすべてのプ □ セ、ソサーに巧して 
テストを行います。このオプションはホ回 
お動後に自動的に「 N0 」じ切り替わりまず。 

Processor Speed 


搭載しているプ □ セ、ソサーのク□ック速度 
を表示します。 

Processor 1 CPU ID 


数値の場合はプ □ セ、ソサー 1 の ID を示しま 
す。 「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサーの故障、 

「Not Installed 」 は取り付けられていないこ 
とを示しまず（表示のみ)。 

Processor1 L2 Cache 


プ □ セ、ソサー 1 のキャッシュサイズを表示し 
まず（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 


撒値の場合はプ □ セ、ソサー 2 の ID を示しま 
す。 「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサーの故障、 

「Not Installed 」 は取り付け 5 れていないこ 
とを示します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プ □ セ、ソサー 2 のキャッシュサイズを表示し 
まず（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

プ □ セツサーの Hyper-Threa 幼 ng 
Technology™ の有効 / お効を設定します。 

Execute Disable Bit 

Enabled 
岡 sabled] 

[^Disabled 職を時 、 XDfreature flag を日に設 
定しまず。本メニューはプ □ セ、ソサが 

Nocoua EOstep/Irwindale 実装時[こ表示され 
ます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、違択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific HeLp 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Enabled^ 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Auto] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 



F1 Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

Default 

[Enabled] 

「 Enabled 」 に設をすると， POST の内容を 
画面に表示しまず。 「 Disabled 」 じ設ちずる 
と NEC □ ゴで POST の表示を隱します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 じ設 
をできません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアずるときは 「 Yes 」 

[ こ設をしまず。装置の起動後じこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動樹こ Numlock の有効/無効を設 
をします。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セツサーに異常を横 
化した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止しまず。 


[]： 化荷時の設定 


wO Reset Configuration Da ねを 「 YesJ に設定ずると、プートデバイスの情報 
ito もクリアされまず。 ResetConfi 呂 Da ねを 「 Yes 」 に設定ずる前に、必ず設 
定されているプートデバイスの順番を記録し 、 Exit Savin 旨 Chan 旨 es で再起 
動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番を設定 
し直してください。 
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Memory Confi 旨 uration サブ メニユ ー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 ]:> (下の画面が表示されます0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

System Memory 


624 KB 

Clears the memory error 

Extended Memory : 

16775168 KB 

status. 

DIMM Group が 

Status 

Normal 


DIMM Group UZ 

Status 

Normal 


DIMM Group #3 

Status 

Normal 


DIMM Group #4 

Status 

Normal 


Memory Retest 


[]2Q] 


Extended RAM 

Step : 

[Disabled ： 


Online Spare Memory : 

: Disabled ： 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示しまず。 

Extended Memory 

— 

お張メモリの容量を表示しまず。 

DIMM Group # 1 -#4 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示しまず。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ)。 

G 「 oup #1 は DIMM ソケットの#1、#2を、 
G 「 oup #2 は3、#4、 G 「 oup #3 は#5、#目じ搭 
載されている DIMM の状態を表しま 
す（本装置に搭載される D I M M はインター 
リーブタイプのため2枚で1組として構成さ 
れていまず） 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次◎起動 
時じずベての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
じ 「 No 」 じ切り替わりまず。 

Extended RAM Step 

1 MB 

IK 巨 

Every Location 
[ Disabled ] 

riMBJ は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 K 巨」は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 [Every Location 」 はずべてじメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中は 
く Spac 於キーのみ有効となりく F 2>、 く F 4>、 

く F 12>、 く Esc > キーは無視されます。 

Online Spare Memory 

岡 sabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有タカ/無交力を 
設をします。本装置では使用しませんので 
「 Disabled 」 にしておいてください。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Confi 旨 uration サブメニユ ー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific HeLp 

► Embedded SCSI 

► Embedded NIC(Gbit #1) 

► Embedded NIC(Gbit #2) 

► Embedded Video Controller 

PCI Slot Option ROM : [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 

embedded SCSI 

controL Ler. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot Option ROM * 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有 
効じずるか無効じずるかを設ちしまず。 


[]： 出荷時の設定 


W -0 ネットワークプートをさせない LAN ポードのオプション ROM は 「 Disabled 」 
邑3 に設定してください。取り付けたディスクアレイコント□-ラボードに 0 S が 
インストールされているノ V — ドディスクドライブを接続ずる際には 
「 Enabled 」 に設定してください。 


• Embedded SCSI サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

SCSI Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の SCSI コント□ー ラの有タカ/無 
タカを設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの巨 IOS の 
展開の有効/無効を設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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• Embedded N に (Gbit #1) ヴブメニュー 


項 目 

バ ラメータ 

説明 

LAN Controller 1 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有効/無 


[ Enabled ] 

タカを設ちしまず。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 IOS の 


Disabled 

展開の有効/お巧を設ちしまず。 


〔 ]： 出荷時の設定 


• Embedded N に (Gbit #2) ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 2 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有タカ/無 
巧を設をしまず。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 IOS の 
展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


• Embedded Video Controller サブメニュー 


項目 

バ ラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のビデオコント□ー ラの有タカ/ 

お交力を設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Confi 呂 uration サブメニユ ー 

Advanced;^ — ューで [Peripheral Configuration」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit • Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


"-0 害 IJ り込みべ一刀/〇アドレスび他と重複しないようにミち意してください。設定 
圍3 した値び他の U ソースで使巧されてし巧場合は黄色の「*」び表示されまず。 
黄色の 「* J び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート A の有交力/無効を設をします。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設をしまず。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設をし 
ます。 

Parallel port 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

パラレルポートの有効/無巧を設ちしまず。 

Parallel port 

Base I/O address 

[378] 

278 

パラレルポートのためのベース I/O アドレス 
を設をします。 

Parallel port 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

パラレルポートのための割り込みを設をし 
ます。 

Parallel port 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
忙 CP ] 

パラレルポートの通信モードを設をします。 

Parallel port 

DMA channel 

[DMA 1] 

DMAS 

パラレルポートに割り当てる DMA チヤネル 
を選択します。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect ] 

マウスの有効/おタカを設をしまず。 
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項 目 

バ ラメータ 

説明 

USB Host Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

「 Disabled 」 じすると US 巨デバイスクラス 3 
を受け付けなくなりまず。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 巨を正まじサポートしていない 0 S でも 

USB キーボード皆マウスが使用できるよう 
にするかどうかを設定しまず。 

「 Disabled 」 に設定した場合は、 POST 、 
SETUP で USB キーボードは使用できます 
が、 0 S 起動後は 0 S によっては使用できま 
せん。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択ずると、以下の画面が表示され 
まず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLe/Disable 

Multimedia Timer 

support. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

Yes 

マルチメディアに巧応ずるためのタイマー 
の有効/無効を設をしまず。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンベント)によるリモートパワーオン機能の 
有タカ/無巧を設をします。 

机 ake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン磯能の有効/無効を設走しま 
す。 

机 ake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有タカ/無交力 
を設をしまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニユーが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific HeLp 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[HffiH] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector : 

[Norma し ] 


Secure Mode Timer 

[Disabled ： 


Hot Key(CTRL+ALT+) 

CL] 


Secure Mode Boot 

[Disabled ： 


Video BLanking 

[Disabled ： 


Floppy Write Protect 

[Disabled ： 


Power Switch Inhibit 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく En1:e「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• [User Password」 は、 「Administrator PasswordJ を設定してい 
ないと設定でをません。 

• 日 S のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買いホめの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次ページの表を参照してください。 


頂目 

バラメータ 

説明 

User Password is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの奠数字 

く Ente にキーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスじ制限がありま 
す。この設をは、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設をできまず。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの奠数字 

< Enter > キーを押すとスーパーパイザのパス 
ワード入力画面になりまず。このパスワー 
ドでずべての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設をは、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor で □ 
グインしたときのみ設走できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を行う/巧わな 
いの設定をしまず。先じスーパパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設をされて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断しまず。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

机 rite Protect 

IDE 八ードディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎまず。本装置では IDE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 
己 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスからの入力が途絶えて 
からセキュアモード[こ入るまでの時間を設 
をしまず。 「 Disabled 」 の時はセキュアモー 
ドじなりません。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode をお動きせるキーを設定しま 
ず。く Ct 「 l > キーと < AI わキーを押しながら設 
をしたキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動 
させるかどうかを設定しまず。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニクを切る 
かどうか設をできまず。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードの間、フ□ッピーディスク 
ドライブじセットしたフ□、ソピーディスク 
への書き込みを許巧ずるか禁止ずるかを設 
をしまず。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有タカにずるかおタカ 
じずるかを設ちしまず。 


[]： 化荷時の設定 
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Server 

力ーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニユーが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additiona し setup menus 
to view server 

► Conso し e Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR 

[Enabled] 

management features. 

Assert NMI on SERR 

[Enabled] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring : 

[Disabled] 


Boot Monitoring PoLicy : 

[Retry 3 Times] 


Thermal Sensor : 

[Enabled] 


Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power ON Delay Time(Sec) 

: 03 


Platform Event FiLtering 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * ► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server ^ ニューで設定できる項目とその機能を示します 。 [System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「Event Log Configuration 」 は選択後、く Ente 「> キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定しまず。 

項目については次の表を参照してください。 


頂目 

バラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定しまず。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FR 巨レベル2のタイマーに関する設ををしま 
ず。 

Boot Monitoring 

脚 sabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minitues 

20 minitues 

25 minitues 

30 minitues 

35 minitues 

40 minitues 

45 minitues 

50 minitues 

55 minitues 

60 minitues 

起動監視機能の有効/無効となイムアウトま 
での時間を設ちしまず。この機能を使巧す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしてください。 ESMPRO / 

Server Agent をインス1-ールしていない OS 
から起動する場合には、この機能を無効に 
してください。 

Boot Monitoring Pollicy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

Boot Moni 妃 ring 設定が Disabled たが卜[こ設走： 
された場合[こ表示されまず。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温をセンサ監視機能の有効/お巧を設ちしま 
ず。有効じすると，温をの異常をお化した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。温をセンサ監視機能の有タカ/お巧を設を 
します。有効じずると，温をのま常をお化 
した場台に POST の終わりでいったん停止し 
まず。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

戶 0 ST の実行中にエラーが発生した隙に、 
POST の終わりで POST をいったん停止ずる 
かどうかを設定しまず。但しキーボードが 
接統されていない場合には本設迅ま無娜こ 
なり、エラーが発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定しまず。 AC 電源が再 
度供給されたときのシステムの電源のが態 
を設走します（次のページの表を参照）。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用し自動運転を巧う 
攝合は 「 AC - LINK 」 の設定:を 「 Power 加」 
にしてください。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

〔0] - 255 

DC 電源を ON (こするディレイ時間を0秒から 
255秒の間で設ちします。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「Power On 」 （こ設定 
している場合[こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード （ RMC ) の 
通報機能が設定されている場合は、意ホを 
持ちません。 


[]： 出荷時の設定 
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「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってか6再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します D 


A 巳電源 OFF の前の状態 

STb み 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も饼愤とき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイッチを4秒上押し続ける操作です。強制的に電源を OFF じしまず。 


お信電電源装置 (UPS) を利用し自動運転を行う場合は 「AC-LINKJ の設定を 
■to [PowerOnJ にしてください。 


System Mana 呂 ement ヴブメニユー 

Server メニューで 「System Management 」 を違択し、く Enter > キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version 

0002 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

Board Part Number : 

856-124028-001 

user mode. If any 

Board Serial Number : 

0123456789 

items require changes. 

System Part Number : 

[N 8100 -1226Y] 

please consuLt your 

System Seria し Number : 

0123456 

system Supervisor. 

Chassis Part Number : 

856-060784-001 


Chassis Serial Number : 

01 


IPMI Specification Version 

1.5 


BMC Device ID 

21 


BMC Device Version 

01 


BMC Firmware Version 

00.53 


PIA Version 

01.00 


SDR Revision 

00.00 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 
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項目については次の表を参照してください。 「 IPMU サブメニューについてはこの後の説明を 
参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


巨 IOS のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示しまず。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示しまず 0 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します 0 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します。 

IPMI Specificaiton Version 

— 

IPMI 仕様のバージョンを表示しまず（表示 
のみ）。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC のデバイス ID を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Version 

— 

巨 MC のパージョンを表示しまず（表示の 
み)。 

BMC Firmware Ve に ion 


巨 MC のファームウェアバージョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

PIA Version 


プラットフォームインフォメーションエリ 
アのパージョンを表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 


センサデー女レコードのレビジョンを表示 
しまず（表示のみ)。 
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Console Redirection サブメニユ ー 

Server 六ニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente「> キーを押ずと、 W 下の画面が 
表示されます。 



項目Iこついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

|； Disabled ] 

Serial Port A 

このメニューで設定したシリアルポートか 
ら DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
するか無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

岡 sabled ] 

Serial Port A 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続ずるシリ 
アルポートを設走します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

あ続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設をし 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御のち法を設をしまず。 

Console Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

八ードウエアコンソールクイプを選択しま 
ず。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Confi 旨 uration サブメニユ ー 

Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Enter> 丰一を押すと、と尸 F の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Conriguration 

Item Specific Help 

Clear aLL Event Logs : 

The system event Log 

wiLL be cleaned if 
seLecting "Yes". 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すとお認画面が表示され， 
「 Yes 」 を還ぶと保をされているエラー□グ 
を初期化しまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Bo 饥メニューが表示されま 
ず。 Boot メニューのそれぞれの項目を選択後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させ 
てか6設定します。 



Hard Drive サブメニュ ー 

システムに接続されている八ードディスクドライブの中から起動させるデパイスを選択しま 
ず。システムは起動時にこのサブメニューで設走したデバイスをサーチし、起動ソフトウエア 
を見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを逞択します。 


項目 

項目 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
まず 

リストから1つを選択します。リストには ATAPI CD-ROM ドライブが 
表示されまず。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューげ表示されます。 



このメニューの各オプションじついて trR こ説 S 月します。 

Exit Saving Changes 

新たに違択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されまず。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CM 日 S メモリ（不揮発性メモリ）内Iこ保ちし 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動しまず。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択しまず。 

ここで、 「Yes」 を選択ずると、変更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動しまず。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されまず。 

ここで、 「Yes」 を選択ずると、 S 口 UP のずベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻りまず。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びありまず。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた設定に直ず 
必要がありまず。 
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Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をずる前にろ回の変更を U 前の値に戻したい場合は、この項目を 
逞択します。 Discard Changes を選択するとお認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を逞ぶと新たに逞択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保をする時に、この項目を 
逞択します。 Saving Changes を選がすると、お認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を逞ぶと新たに逞択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保 
存しまず。 
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SCSI BIOS (SCS\Select) 


に CSISefecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□-ラに対してを種設定を巧う 
ためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に 
簡単なキー操作から起動することができます。 


"~〇 本装置には、最新のバージョンの SCSISe / ec じ L - ティ U ティびインス I ル 
■to されていまず。このため設定画面が本書で説巧している内容と異なる場合があ 
りまず。本書と異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、 
な守ヴービス会社に巧い合わせてください。 


SCSISe/ec じ L- テイリテイの用途 

SCSISe/e はユーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器のおをま度の設定を斤う場合 
(八ードディスクドライブを除く）に起動し、各種設定をしまず。 


"~〇 SCSI のコンフィグレーションは SCSI コント□-ラ単位に個別にユーティリ 
置3 ティを起動して設定しなければなりません。本装置巧には SCSI コント□-ラ 
び1つ搭載されていまず。 

オプションの SCSI コント□-ラボードを増設した場合は、本装置內鼠の SCSI 
コント□-ラに加え、増設した权数分の SCSI コント□-ラの設定かぶ、要でず。 
また、設定を変更するために使用ずるユーティリティち異なる場合びありま 
ず。 


起動と終了 

SCSISefe なュー ティリティのお動か6終了までの方法を次に示します。オプションボードに 
格納されているユーティリティの起動や操作ちまについては、オプションボードに添付の説巧 
書を参照してください。 


1. 本装置の電源を ON にずる 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示しまず。 

搭載している SCSI コント□-ラの数だけ表示されまず。 


Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

Copyright 2004 Adaptec, Inc. ALL Rights Reserved. 

444 Press <CtrL> <A> for S C S I Se L e ct(TM) Utility! ► ► ► 

2. く Ctrl> キーを押しなが ScA> キーを押す。 

SCSISefe なユーティリティが起動し、 「Main」 ^ニューを表示しまず。 
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3. 力ーソルを使って rBus : Device 」 ボックス内のチャネルを選択して < Enter >+— 
を巧す。 





AIC -7902 A at Slot 

00 

02:03:00 

AIC - 7902 B at Slot 

00 

02:03:01 


マザーボードの SCSI コント□ー ラにはチャネルが2つありまず。 

チャネル A (02:03:00) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ（八ードディスクドライブ用）を、 
チャネル己 (02:03:01) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ巧.25インチデバイスまたはか部 
SCSI ( Wide ) コネクタ用）を表示しまず。 


選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプシヨンのメニューを選択して < Enter > キーを巧ず。 



アダプタ（還択したチャネル）やチャネルに接続されている SCSI デバイスに対して 
設定したいときは、 「 Configure/View SCSI Controller Settings 」 を違択します。 
選択したチャネルに接続された八ードディスクドライブのフォーマットやベリファ 
イ、およびチャネルに接続されたデパイスの SCSI ID などを巧りたいときは 、 「SCSI 
Disk UtilitesJ を逞択します。 

詳しい内容については t (降の説明を参照してください。 

SCSISe / ec 健終了するには、終了メ、ソセージが表示されるまで < Esc > キーを押してください 
(設定を変更している場合は> その前に変更内容の保ちを確認するメッセージが表示されます。 
保ちする ( Yes ) か、破棄する ( No ) を違択してください)。 











ハードウ卫ア編 143 


L Opt ions 
ce ConT 1 gu 
ce ConT 1 gu 
Con 千 igurat 


t 


n 


rati 

rati 

ion 


<F6> - Reset to SCSI 


SCSI Bus Inter 千 ace Definitions 


SCSI Control Ler ID.7 

SCSI Control Ler Parity.Enabled 

SCSI Control Ler Termination.Enabled 


Configuration 


Conf 吃 ure/View SCSI Controller Settings 

設定するチヤネルを違が後に表示される 「 Options 」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


次にメニューとパラメータを説 B 月します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してくだ 
さい。 


SCSI Bus Interrace Definitions 


キーボードの力ーソル (< i >キー/< t >キー）を使って項目を逞択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりでず。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

0-[7]-15 

「7」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設走:してください。 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

終端抵巧の有効/無タカを設をします。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 [こ設定してください。 


BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel . 1 〇 

I/O Port Addresses. 2400 h, 200 Oh 


3 i i D 

n V V d I 

o e e e A 


d o c d o 

A B s A H 



[]： 化荷時の設定 
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Additional Options 

キーボードの力ーソル (< i >与 一 I く \ >キー ） を使って項目を違択します。 

Boot Device Configurations 

[Boot Device Configurations 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> キーを押すと次のような表示 
に変わリます。 



SCSI Device Configuration 

に CSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> キーを押ずと次のような表示に 
変わります。 


1. SCSI 

Device 

Conf 1 

gu ra 1 1 on = 





SCSI Device ID 

片 Q 

#1 

#2 

#3 

#4 

U5 

冉 6 

持 7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.... .320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

..... Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS MuLtipLe LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

IncLude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

冉 9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

..... Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

..... Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS MuLtipLe LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

IncLude in BIOS Scan. 

..... Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


"~〇 設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲツトとなる装置の SCSI I □を確認し 
Bra てか6設定を変更してください。 



追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は Options 」 メニューで 
「SCSI Disk U 川 ities 」 を選がしてくださし、。しばら < すると 、 SCSI ID とが)ちす 
るデバイスの画面が表示されます。詳しくはこの後の 「SCSI DiskU 川 ities 」 を 
参照してください。 


メニュー巧の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通常は「320」じ設定してください。この値 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

は接続するオプションじよって変更が必要 


80.0 

10.0 

な場合がありまず。詳しくはオプションじ 


66.6 

40.0 

ASYN 

添付の説明書を参照してください。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデー女転送（デュアルトラ 
ンジション ( DT )) 機能を使用し、パスの穗 
働率を最適化ずるかどうかを選択します。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI パスの穗働率を向上する Quick Arbitra ¬ 
tion and Selection ( QAS ) 機能を使用するか 
どうかを選択しまず。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


接続した SCSI 機器が邮 ide SCSI じ巧応して 
いるときは rvesj に設定してください。巧 
応していないときは， 「 No 」 じ設をしてくた‘ 
さい。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 じ設をしてください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


八ードディスクドライブに対して使用ずる 
場合は 「 Yes 」 じ設定してください。それ W 
外の場合は、「 N 0」に設定してください。 

BIOS Multiple LUN Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 じ設をしてください。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Configuration 

「Advanced Configuration 」 に力ーソルを合わせてく Ente 「> 丰一を押すと次のような表示に変 
わります。 


Advanced Configuration 


Reset SCSI Bus at I C I n i t i a M z a t i o n .lEnabLed 

Display <CtrL><A> Message During BIOS Initialization . Enabled 

Extended Int 13 Translation for DOS Drivers > 1 GByte . Enabled 

Post Display Mode . Verbose 

SCSI ControLLer Int 13 Support . Enabled 

Options Listed Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled — 

Domain Validation . Enabled 

Support Removable Disks Under Int 13 as Fixed Disks . Disab し ed 

BIOS Support for Bootable CD-ROM . Enabled 


メニュー 巧の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI 己 us at に 
Initialization 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定 : してください。 

Display <Ctrl><A> 

Message During BIOS 
Initialization 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定 : してください。 

Extended Int 13 Transfer 
for DOS Drivers > 1 GByte 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定 : してください。 

Post Display Mode 

[Verbose] 

Silent 

Diagnostic 

特に必要がない限り変更しないでください。 

SCSI Conrtoller Int 13 
Support 

[Enabled] 

Disabled ： NOT Scan 
Disabled ： scan bus 

SCSI 巨 IOS の有効 / 無効を設定します。次の 
場合を除いて 「 Enabled 」 [こ設定してくださ 
い。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスクドライブ W 外のコント 
□ーラ配下に接続した八ードディスク 
ドライブから 0S を起動ずる場合（八一 
ドディスクドライブが接統されていな 
い塌合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を磕保する目的で 
八ードディスクドライブが接続されて 
いない SCSI コント □ ーラの巨 10S を 
「 Disabled 」 にずることができる。 

Domain Validation 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定してください。 

Support Removable Disks 
under Int 13 as Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
脚 sabled] 

リムーバブルメディアがコント□ールする 
オプシヨンは A に - 79XX 己 IOS によりサポー 
卜しまず。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定 : してください。 


[]： 出荷時の設走 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk U 村 ities は選択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデバ 
イスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクドライブの場合は、ディスクの□ーレべ 
ルフォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設定ずるチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーで 「SCSI Disk Utilities 」 を違択 
すると次のような SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 


AIC-7902 A at slot ??' 02:03: 
canning SCSI ID: 4 : LUN Numbei 


スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


I— Select SCSI Disk and press <Enier> - 1 


SCSI 

ID 

が 0 

MAXTOR 

ATLAS15K2_147SCA 

SCSI 

ID 

が 1 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

片 2 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

片ろ 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

#4 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 5 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 6 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 7 

Adaptec 

AIC-7902 

SCSI 

ID 

片 8 

NEC 


GEM318P 

SCSI 

ID 

片 9 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 10 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 11 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

#12 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 13 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

が 14 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

が 15 

No 

devi 

c e 


この画面でデバイスを選択して < Ente 「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 

還択したデバイスが八ードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実行することがで 
きまず。 

• Format Disk ： 選択したデパイスを□-レベルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media ： 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、 

不良なセクタがあればアサインし直します。 


Adaptec HostRAID 

Adaptec HostRAID はディスクアレイ機能を構築するためのユーティリティです。詳細はオン 
ラインドキュメントの 「 HostRAID ™ SCSISe / e は Utility 操作説 B 月書」を参照してください。 
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ディスクアレイ BIOS ■ディスクアレイ BIOS ユーティリティ- 


ディスクアレイ B の S ユーテイリテイは、オプションのディスクアレイコント□-ラボードの 
設定を切り替えるためのユーティリティです。 

ディスクアレイコント□-ラのタイプによつて己 IOS の起動ち法やメニューの内容が異なりま 
ず。詳しくは、購入されたディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書と併せて参照し 
てください。 

本装置を購人時に、ディスクアレイコント□ーラを搭載した状態をオーダーされた場合は、本 
装置の添が品としてディスクアレイコント□—ラの説明書も添付されています。 
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POWEW スイ、ソチ 


POVVEW スイ、ソチ 
を 4 秒以上押す 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
0 S を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 


0 S から本装置をシャットダウンできなく 
なったときや、 POWER スイ、ソチを押しても 
電源を OFF にできなくなったとき、リセット 
が機能しないときなどに使用しまず。 

本装置の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に日 FR こなりま 
ず。（電源を再び ON にずるときは、電源 OFF 
から約10秒ほど待ってから電源を ON にし 
てください。） 


■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しな < なったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 



ソフトリセット 

0 S が起動ずる前に動作しなくなったときは、く Ctrl > キーとく AI わキーを押しながら、 
く Delete > キーを押してください。リセ、ソトを実行します。 


リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアして 
しまいまず。ノ V ングアップしたとをむ外でリセットを巧うときは、本装置がな 
にち処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 



0000 

To 

^voo 

00000 


〇 



























150 ソセットとクソア 


パスワードクリア （ J 4) 


© 


口 


1:1:罔呵 

V- 


□ 


量 




ストラップ 


〇 


〇 


化巧時の設定から変更しないでください 


CMOS メモリの 
クリア （ JBAT ) 
上側2ピンで保護 
下側2ピンでクリア 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第兰者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアず 
ることができます。 

また、 CMOS モリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で巧いまず。 




CMOS メモリの內容をクリアずると SETUP の設定巧容がずベて出荷時 
の設定に戻りまず。 

CMOS をクリアした後は、 SETUP を起動し、必ず 「Load Setup 
Defaults ] でデフオルト値を□—ドした後 、 「Memory RetestJ と 
「Processor RetestJ を実行してください。操作については 「BIOS 
のセットアップ」を参照してください。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して巧います。ジャンパスイ、ソチは下圏の位置にあります。 


その他のジャン/む D 設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となりまず。 



百 


—I~LJ LJ i_jT_I i_ 

コロ ロロ ロ C 
コロ ロロ ロ C 

コロ ロロ ロ C 
コロ ロロ ロ C 


B ストラップあ y 
で保譲 

S ストラップなし 
でクリ : P 


© 


0000 
11111 一 11111111111111 
□□目 



回 


® ® 0 


胃 


0000 


□□□□〇 

® ® OB 

ろ 

0 



00 



□ 
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それぞれの内容をクリアするち法を次じ示します。 



AA 


装置を安全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死じす 
る、または重傷を賃うおそれびありまず。詳しくは、 iii ぺージな降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• U チウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


A ミち意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 

吕人 ly 下で持ち上ばない 

AA 

• 

中を半端に取り付けない 

• 

カバーを夕1したまま取り付けない 

AC\) 

• 

• 

指を挟まない 

局;血江思 

• 

ラックが不を定な状態でデバイスをラックか6引き出さない（ラックマウント 
モデルの場合） 



• 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない（ラックマウントモデ 
ルの場合） 


CMOS メモリのクリア 


1. 89ページを参照して準備をする。 

2. ク U アしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認ずる。 

3. ジャンバスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

ク U ップをなくさないよう注意してくだをい。 


4. 已砂ほど待って元の位置に戻ず。 

已.取りがした部品を元に組み立てる。 

6. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

7. < F 2> キーを巧して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューか5 
「Load Set 叩 Defaults 」 を実行ずる。 

8. 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押ず。 
















1 已 2 リセットとクリア 


パスワードのクリア 

1. 89ぺージを参照して準備をする。 

2. バスワードク U アのジャンバを外す（外したジャンパク U ップはおくさないように 
して下さい)。 

3. サイドカバーを取り付ける。 

4. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

已.じ(下のエラーメッセージで POST が停止します。 

ERROR 

B 151 Password Cleared By Jumper 
Press < F 1> to resume ' < F 2> to Setup 
6. 電源を OFF にし、手順 3 にてタルたジャンバを取り付ける。 

ス本装置を元どおりに組み立てる。 
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割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

化荷時では、次のように割り当て6れています。 


IRQ 

周辺機器（コント□—ラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

9 

- 

1 

キーボード 

10 

PCI 

2 

— 

11 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート* 

12 

マウス 

4 

C 0 M 1 シリアルポート 

13 

数値演算プ□セ、ソサ ー 

己 

PCI 

14 

プライマリ IDE 

6 

フ□、ソピーディスク 

15 

セカンダリ IDE 

7 

パラレル 

16 

US 巨 

8 

リアルタイムク□ック 

- 

- 


* リモート管理、監視機能を使用する場合 

• I / O ポートアドレス 

本装置では， I / O ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス -1 

使巧チップ'2 

00-1 F 

DMA コント□-ラ 

20 -2 D 

割り込みコント□ーラ 

2 E -2 F 

スーパー I/O コンフイグレーシヨン 

30-31 

割り込みコント□ーラ 

34 -3 已 

割り込みコント□ーラ 

38-39 

割り込みコント□ーラ 

3 C -3 D 

割り込みコント□ーラ 

40-43 

タイマ/コント□-ラ 

4 E -4 F 

スーパー I/O コン フイグレーシヨ ン 

50-53 

タイマ/カウンタ 

60 

キーボード/マウス 

61 

NMI 

62 

LPC リザーブ 

63 

NMI 

64 

キーボード/マウス 

70-77 

NMI / リアルクイムク□ック 

80-91 

DMA コント□-ラ 

92 

ポート92 

93-97 

DMA 





































154 割り込みラインと i /0 ポートアドレス 


アドレス >1 

使用チップで 

A 0 - A 1 

割り込みコント□ーラ 

A 4 - A 5 

割り込みコント□ーラ 

A 8 - A 9 

割り込みコント□ーラ 

AC-AD 

割り込みコント□ーラ 

B 0 - B 1 

割り込みコント□ーラ 

B 2 -巨3 

アドバンスドパワーマネージメント 

巨4 -巨5 

割り込みコント□ーラ 

巨8 -巨9 

割り込みコント□ーラ 

己 C-BD 

割り込みコント□ーラ 

C 0 - D 1 

DMA コント□-ラ 

D 2 -DF 

DMA コント□-ラ 

F 0 

コプ □ セ、ソサーエラー 

F 1 -FF 

論理デバイスコンフィグレーション 

170- 177 

IDE セカンダリパスコント□-ラ 

1 F 0 -1 F 7 

IDE プライマリバスコント□ーラ 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポートど 3 

376 

IDE セカンダリパスコント□-ラ 

370- 377 

(フ□、ソピーディスクドライプ 2), IDE 2 

378 -37 F 

パラレルポート 

3 F 0-3 F 已 

フ □ッ ピーディスクドライブ1 

3 F 6 

IDE プライマリバスコント□ーラ 

3 F 8 - 3 FF 

シリアルポート1 

4 D 00 -4 D 1 

割り込みコント□ーラ 

678 -67 D 

パラレルポート 

CA 2- CA 3 

BMC SMS インタフェース 

CA 4- CA 5 

BMC SMS インタフェース 

CF 8- CF 巨 

PC ロンフィグレーションアドレス/リセ'ソトコント□-ル ( CF 9) 

CFC - CFF 

PCI コンフィグレーションデーク 


*1 16進数で表記していまず。 

巧 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数じよって任意に設をされま 


ず。 

つリモート管理、監視機能を使用ずる場合 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方法について説 S 月しまず。 Disk 増設ユニットに実装された八ードディスクドライブをディ 
スクアレイドライブとして運用ずる場合については、オプションのディスクアレイコント □— 
ラがあ要です。詳しくはディスクアレイコント□-ラまたは口 sk 増設ユニットに添付の説明書 
を参照してください。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次のち 
まがあります。 

• SCSI 八ードディスクドライブ （3 台）をマザーボード上の RAID コント□-ラを使用して 
構築ずる。 

• オプションのディスクアレイコント□-ラを使用して構築する。 


SCSI 八ードディスクドライブの RAID 插築 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□-ラを使届してディスクアレイ （ RAIDO また 
は RAID 1) を構築ずることができまず。 

構築に'必要となる機器は SCSI 八ードディスクドライブ（最大3台）です。 

• RAIDO (ストライピング） 

2〜4台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録ずる方まです。このち 
まを「ストライピング」と呼びまず。八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを複数台の A — ドディスクドライプに分散して記録しているため 

■to アレイを構成している A - ドディスクドライプび1台でも故障ずると 

データの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された A - ドディスクドライブの醫数倍とな 
日まず。 


• RAID 1 ( S ラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。このちまを「ミ 
ラーリング」と呼びまず。データを記録ずるときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
じ記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードデイスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 



• データを2台の A - ドディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしている 
ため、を体ディスクに比べてディスクアクセス性能は装りまず。 

• アレイの論理容量は、接病された八ードディスクドライブ1台と同じと 
な0まず。 
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J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に2台上の SCSI 八ードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順じついて 
は，93ページを参照してください。 


取り付ける A - ドディスクドライブは同じ回15速度のちのを使庙してくださ 
国3 し1。 また、 RAID ^を構築ずる場合は、同じ容量の A - ドディスクドライプを 
使用ずることをお勧めしまず。 


SCSI Select Utility を使用した RAID の有効化 

取りがけた2台じ(上の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID ド 
ライブのいずれかで使巧することができます。 

RAID ドライブとして構築ずるためには、 SCSISefe な Utility を使用して、マザーボードの SCSI 
コネクタに接続されている八ードデイスクドライブを RAID ドライブとして使用するための設 
をが必要となりまず。 


VVl 出荷時の設をでは、単一/ N - ドディスクドライブとして使用するように設をさ 

れています。 


次の手順で SCSISefe な Utility の設定を変更します。 

1. SCSISe / e な Utility を起動する。 

[ A に-7902 A ] を違択してください。 



2. Adaptec HostRAID を設定ずるチヤネルを選択し、日 ptions 画面を開く。 

3. に onfi 呂 ure/View SCSI Controller Settin 呂 s ] を選択し、 < Enter > キーを押ず。 















ハードウエア編 1已7 


4. Confi 呂 uration メニューで HostRAID の [ Disabled ] を八イライトさせ、く Enter > 
キーを巧す。 



已. [ Enabled ] に変更する。 



6. く Esc > キーを押すと設定の保をを確認する [Save Changes Mode ?] と表示され 
るので、 [ Yes ] を選択し、く Enter > キーを巧す。 

7. く Esc > キーを巧し、日 ptions メニユーに戻る。 

8. RDonfi 邑 ure/View HostRAID 」 を選択し、く Enter > キーを押ず。 
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メインメニューの表示 

[ Configure/View HostRAID Se 打 ings ] を選択すると、デバイスのスキャン完了後に次のよう 
なメインメニューが表示されます。 



• ID 

J \- ドディスクドライブの SCSI ID 番号、またはアレイの ID 番号を表示します。 

• Type 

アレイの RAID レベル、利用可能なアレイを構成しないディスクを表示します。 

— Hard Drive 

アレイを構成していない利用可能な八ードディスクドライブ 

— Striped ( RO ) 

RAID 0 で作成されたアレイ 

— Mir 「 o 「 ed(R 1 ) 

RAID 1 で作成されたアレイ 

— Spare 

スペア設をされた八ードディスクドライブ 

• Vendor 

八ードディスクドライブの製造元、または Adaptec HostRAID の製造元 ( Adaptec ) を表示 
しまず。 

• Product 

J \- ドディスクドライブのモデルを、またはアレイのを前を表示します。 

• Size 

J \- ドディスクドライブの容量、またはアレイの容量を表示します。 
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• Status 

八ードディスクドライプ、またはアレイの ステータスを 表示します。 

— Free 

アレイを構成していない利用可能な八ードディスクドライブ 

— Optimal 

アレイは正常な状態 

— Degraded 

RAID 1 または RAID 1 のスパンの八ードディスクドライブの1台が巧障している状態 
— Dead 

RAID 0 の八ードディスクドライブが1台 W 上巧障している状態 

RAID 1 または RAID 1 のスパンの八ードディスクドライブが2台 U 上巧障している状態 

— Building 

アレイはビルドプ□セス中の状態 


— Verity 

アレイはベリファイプ□セス中の状態 
— Rebuild 

アレイはリビルドプ□セス中の状態 


アレイの詳細表示 

^インメニューでアレイを選択すると、アレイを構成ずる八ードディスクドライブの詳細が表 
示されます。 



• ID 

アレイを構成する八ードディスクドライブの SCSI ID 番号 

• Type 


アレイの RAID レベルを表示しまず。 


— Striped ( RO ) 

RAID 0 で作成されたアレイ 

— MirrorecKR 1 ) 

RAID 1で作成されたアレイ 
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• Vendor 

J \— ドディスクドライブの製造元を表示します。 

• Product 

八ードディスクドライブのモデルをを表示しまず。 

• Size 

J \— ドディスクドライブの容量を表示します。 


• Status 

J \— ドデイスクドライブのステータスを表示しまず。 


— Optimal 

へー ドディスクドライブは正常な状態 
— Degraded 

J \- ドディスクドライブは故障している状態 
— Failed 

)\- ドディスクドライブは故障している状態 
— Building 

)\- ドディスクドライブは現在ビルド対象 


— Verify 

八ー ドディスクドライブは現在ベリファイ対象 
— Replaced 

へー ドディスクドライブは現在リビルド対象 
— Missing 

)\- ドディスクドライブはコント□—ラから見えない状態 


SCSISe/ec 衍)終了 

SCSISe/e が utility を終了するには、次のメッセージが表示されるまで < Esc > キーを押します。 
[ Yes ] を選択してユーティリティを終了します。どれかキーを押してコンピュータを巧起動し 
ます。 SCSIS 切 e なで行ったを致ホ、システムが巧起動した後に有効になります。 


— Exit U tiLity ? — 
Yes 
No 
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SCSI Select Utility を使用した RAID の構築 

SCSISelect Utility を使用して RAID を構築しまず。 


アレイの作成 

次の手順でアレイを作成しまず。 

• 事前確認 

アレイを作成ずる前に、アレイを構成するための八ードディスクドライブが接続されて 
いることを確 f 忍してください。 


1 .SCSI Select Utility を起動する。 

アレイを作成するチヤネルの Options 画面から、に onfigure/Veiw HostRAID 
Settings ] を選択する。 



2. メインメニューで、アレイを作成するために、く C > キーを巧す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。く C > キーを押してください。 




• アレイを作成ずるにはかなくとも2台の八ードディスクドライブが必要 
でず。 

• アレイを作成ずる際に、容量の異なるノ V — ドディスクドライプを使用ず 
ると、容量の小さいちにあわせてアレイの容量は設定されまず。 

• 本体でサポートしているノ v— ドディスクドライブむがを使用しないでく 
ださい。 

• J \- ドディスクドライブがずでにアレイ構成の一部になっている場合 
は、そのディスクは選択できません。 
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3. [Select RAID Type ] ウインドウで構築ずる RAID タイプを選択し、 < Enter > キー 
を巧す。 

選択内容を強調表示ずると > 別ウィンドウが表示されて作成に必要なディスクの最 
ほおよび最大個数、またスペアの割り当てに関するメッセージが表示されます。 



• RAIDO アレイの作成 


RAIDO アレイを作成するには、以下の手順に従います。 

1 .[Select RAID Type ] ウィンドウで、 [ RAID -0] を選択ずる。 



2. 力ーソルキーで八イライトを切り替えなが6、使用する八ードディスクドライブを 
スぺ—スバー で選択し、 く£|11!巨「>キー を押ず0 

選択した八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 



3. [ SelectStripeSize ] ウィンドウで、 [1 色 KB ]、[32 KB ]、 [目 4 KB ] のうちいずれ 
かを選択し、く Enter > キーを巧す。 
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4. [Assign RAID Name ] ウインドウで任意の RAID Name を入力ずる。 


• RAID Name は、他のアレイと同じち前にな6ないようにま意してくだ 
さい（半角1已で字まで)。 

• 選択した八ードディスクドライプに、有効なパーティション情報または 
ブートブ□ックが検出された場合、警告メッセージが表示されまず。ア 
レイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を選択し、作成を中止ずる場合は、 
[ No ] を選択してください。 

• 間違った八ードディスクドライプを使用した場合、データは復旧できま 
せん。十分にま意してください。 


已 . [Do you want to make this array as bootable ?] と表示されます。アレイに 
プートプライオリティを与える場合は [ Yes ]、 与えない場ちは [ No ] を選択し、 

く En 1: e 「> キーを押ず。 


W -0 起動可能なアレイとして使用ずる場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン J ① 
團3 「ブートプライオリティ指定」 （169 ベージ）を参照し、必ず团 0 S にて 
日 notable の設定を行つてください。 


6. に reate Array ?] というメッセージが表示された!5、 [ Yes ] を還択し、 < Enter > 
キーを巧す。 

[ No ] を逞択ずるとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 

7. [Are you sure ?] というメッセージが表示された!5、 [ Yes ] を選択し、 < Enter > 
キーを巧す。 

[ No ] を逞択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 

8. [Build Completed ] と表示された!5、 < Esc > キーを巧してメインメニューに戻る。 


^ • メイン メニュー じ戻ったときに，作成したアレイの ステータスが 

Optima になっていることをお認してください。 

• ブートプライオリティ指をはアレイ作成後に変ちできまず。変ちずる場 
合は「ブートプライオリティ指定」 （169 ページ）を参照して<ださい。 


起動巧旨目なアレイとして使用ずる場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン J の 
「ブートプライオリティ指定」（169ベージ）を参照し、必ず团 0 S にて 
日 notable の設定を行ってください。 
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• RAID ! アレイの作成 


RAID 1アレイを作成するち法は2つあります。 

- 新しい RAID 1 アレイを作成する。 

一既をの単ーディスクのデータをもとに RAID 1アレイに移行ずる（マイグレーション)。 

既をの単ーノドディスクドライブか 6 RAID 1を作成するち法をマイグレーションと呼 
びます。マイグレーションを実施ずる際は、ソースとなる八ードディスクドライブは企、 
ず標準 SCSI 接続でブートディスクとしていたものをご使用ください。マイグレーション 
に圉する詳細内容は、 「 Express 5800 SCSI HostRAID のマイグレーション実施時の手順 
について ( Windows )」 を参照してください。 Linux 環境の場合は、 Linux 基本サービスセツ 
トソフトウエア CD - ROM 内の 「NEC Express 己800シリーズ SCSI HostRAID マイグレー 
ション手順書 ( Linux 版)」を参照してください。 

RAID 1アレイを作成するには、 W 下の手順に従います。 


1 .[Select RAID Type ] ウインドウで、旧 AID -1] を選択ずる。 



2. 力ーソルキーで八イライトを切り替えなが6、使用する八ードディスクドライブを 
スぺースバーで選択し、 < Enter >+ —を巧ず。 

違択された八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 
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3. [RAID-1 Build Option] ウインドウでいずれかのオプションを選巧し、 <Enter> 
キーを巧す。 

逞択可能なオプションは次のとおりです。 


■RAID-1 Build Option 
Create new RAID-1 
Copy from (X) to (Y) 
Copy from (Y) to (X) 


Create new RAID -1 
Copy from ( X ) to ( Y ) 
Copy from ( Y ) to ( X ) 


:デフォルトのオプションでず。 

: ID X のデイスクから ID 丫のデイスクにコピーしまず。 
: ID Y のディスクから ID X のディスク I こコピーします。 


W -0 • 0 S がインス!ル済みのブートディスクをマイグレーシヨンずる場合 

to 马 は、 「 Express 已800 SCSI HostRAID のマイグレーシヨン実施時の 

手順について ( Winclows ) J を参照してください。 

• Copy 元と Copy 巧を絶対に間違わないでください。間違ってコピーし 

た場合は、データの復旧はでさません。 


4. [Assign RAID Name] ウインドウで任意の RAID Name を入力ずる。 


两"〇 • RAID Name は、他のアレイと同じち前にな6ないようにミち意してくだ 
国过 さい（半角1已夕字まで)。 

• 選択した八ードディスクドライブまたは Copy の夕ーゲットディスクに、 
有効なパーティション情報またはブートブ□ックが検出された場合、 警 
告メッセージが表示されまず。アレイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を 
選択し、作成を中止ずる場合は、 [ No ] を選択してください。 

• 間違った八ードディスクドライプを使用した場合、または間違ったち向 
へ Copy した場合は、データは復旧できません。十分ま意してくだをい。 


已. [Do you want to make this array as bootable?] と表示されます。アレイに 
ブートプライオリティを与える場合は [Ye 引、与えない場ちは [No] を選択し、 

く Ente 「> キーを 押ず。 


"~〇 起動巧能なアレイとして使巧ずる場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン J の 
Bto 「ブートプライオリティ指定」（169ページ）を参照し、必ず团 0 S にて 
日 ootable の設定を行ってください。 


6. に reate Array ?] というメッセージが表示された!5、 [ Yes ] を還択し、 < Ente 「> 
キーを巧す。 

[ No ] を逞択ずるとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 
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1 .[Are you sure ?] というメッセージが表示された S 、[ Yes ] を選択し、 < Enter > 
キーを巧す。 

[ No ] を達択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。アレイ 
が作成されると続いて、 Build が実巧されます。 


两-〇 Build プ□セスは必ず最をまで按了させて< ださい。日 uild のを中で < Esc > 
邑 3 キーで処理を中断しないでください。 

Build 処理が完了し、アレイのステータスが Optimal にな6ないと、 0 S か5ア 
レイび認識されません。またそのアレイには 0 S のインストールもできません。 


8. [Build Completed ] と表示された S < Esc > キーを巧してメインメニューに戻る。 


ーグ • メインメニ ユーじ 戻ったときに，ホ巧したアレイの ステータスが 
Optima になっていることをお認してください。 

• ブートプライオリティ指をはアレイ作成後に変ちできまず。変ちする場 
合は「ブートプライオリティ指を」 （1 日9ページ）を参照してください。 


"~〇 起動可能なアレイとして使巧ずる場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の 
Bto 「プートプライオ U ティ指定 J (169 ベージ）を参照し、必ず日 IOS にて 
Bootable の設定を行つてください。 
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アレイの削除 

アレイを削除するには、次の手順に従って<ださい。 


アレイの削除を実行ずるとデータび消去されまず。あ6かじめ A - ドディスク 
邑3 ドライプ巧のデータのバ’ックアップを行っておくことをお勧めしまず。 



2. 次の画面が表示された5、 < D > キーを巧す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。 < D > キーを押してください。 



3. [Delete Array ?] というメッセージが表おされた!5、 [ Ye 引を還択し、 < Ente 「> 
キーを巧す。 

[ No ] を逞択するとアレイの削除は実施されずに、メインメニューじ戻ります。 

4. 削除するアレイが RAIDO の場合 、 [Deletin 巨 information ] ウィンドウが表示され 
るので、バーティシヨン/ブートプ□ックの情報を消去したい A — ドディスクドラ 
イブまたは [ Non 引を置択して、 < Enter > キーを巧す。 


(例） 

一 Drive ID 0 . ドライブ0の全データを削除。ドライブ1のデータは残る。 

一 Drive ID 1 . ドライブ1の全デークを削除。ドライブ0のデータは残る。 

一 Drive ID 0 & ID 1 . 両方のディスクの全データを削除。 

一 None . アレイを削除しまずが、既有のデータは両ドライブ上 

に残ります。 


削除するアレイが RAID 0 J ; J 外の場合> [Deleting information ] ウィンドウは表示され 
ませんので、次に進みます。 

已 . [Are you sure ?] というメッセージが表おされた!5、 [ Yes ] を選巧し、 < Enter > 
キーを巧す。 


[ No ] を違択するとアレイの削除は実施されずに、メインメニユ ー1 こ戻ります。 
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スペアディスクの作成 

スペアディスクは、1チヤンネルあたりにつき1台まで作成することができます。スペアディ 
スクは、 RAID 1についてのみ有タカです。 




スペアディスクを作成するには、じ(下の手順に従いまず。 

1 . メインメニュー•で、 < s > キーを 巧す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。 <s> キーを押してください。 



2. 巧のオプションが表おされた6 、 [Add Spare ] を選択する。 



3. スペアディスクに設定できる八ードディスクドライプの一覧が表示された5、スぺ 
アにする A — ドディスクドライブを選択して < Enter > キーを巧す。 

4. [Are you sure ?] というメッセージが表示された S 、[ Yes ] を選択し、く Enter > 
キーを押す。 

[ No ] を選択するとスペアディスクの設定は実施されず、メインメニューに戻ります。 


スペアディスクのサイズはアレイを構成ずる八ードディスクドライブ W 上の 
サイズが必要でず。 

アレイを構成する八ードディスクドライブのうち、一番容量のルさい八ード 
ディスクドライブが 73 G 日で、スペアディスクが 3 目 GB の場含、スペアディス 
クとして使用できません。 
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已.メインメニューで選巧した八ードディスクドライブの Type が Spare に変更されて 
いること、および Status が Optimal になつていることを確認する。 



スペアデイスクを解除ずる場合は，手順2のオプシヨンでの elete Spare ] を達択する W かは、 
手順1〜4と同じです。 


ブートプライオリティ指定 

アレイにブートプライオリティを指をするためには、じ(下の手順に従います。 

1. メインメニューで対象のアレイを選択し、 < Enter > キーを巧す。 

2. アレイの詳細画面が表おされた5、 < B > キーを巧ず。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。 < B > キーを押してください。 

3. [日が ion ] ウィンドウで 、 [Mark bootable ] を選択し、く Enter > キーを巧す。 

設定されたことを示ず旧]が、ディスク ID の横に表示されます。 





• この機能を使用ずることじより 、 SCSI ID のプライオリティに関係なく、 
指定したアレイにブートプライオリティが与えられまず。 

• ブートプライオリティについては、本体装置の BIOS 「 SETUP 」 ユー 
ティリティで設をしてください。本機能は特に使用ずる必要はありませ 
ん。 「 SETUP 」 ユーティリティに関しては114ページを参照してくださ 
い。 
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